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多くの人たちに支えられて 

校 長 山根 浩孝  

 先週、光が丘警察署スクールサポーターの方々が谷原中学校に来て

くれました。｢スクールサポーター｣とは、警察署と学校・地域のパイ

プ役として，子どもをいじめや非行、犯罪被害から守る警察署ＯＢの

方たちのことです。知らない人もいるかもしれませんが、子どもの問

題行動への指導・助言や立ち直り支援、校内や学校周辺における子ど

もの安全確保に関する活動などを行ってくれています。夏休み期間中

も含め、定期的に来校してくださり、つねに地域や学校のことを見守ってくれています。この夏休み

期間に谷原中学校が巻き込まれるような事件、近隣で起きた事件や小中学生に関わること、気になる

ことはないか等を相談しました。この夏休み中に、近隣で大きな事故・事件はなかったことを聞き、

とてもうれしく思いました。私からは、谷原中学校の生徒が夏休み明けも元気に登校していること等

学校の状況についてお話しました。スクールサポーターの方からは、谷原中学校は地域からとても大

切にされていますという話をきくことができました。確かに、職場訪問、職場体験、校外学習でのバ

ス駐車場所の確保など、中学校の教育活動は、多くの地域の方たちの協力のもとで、成り立っていま

す。また、練馬区青少年育成谷原地区委員会や青少年委員、主任児童委員や保護司の方々による様々

な活動やパトロール等は、地域の安全な社会環境づくりに貢献しています。皆さんが安全・安心に毎

日学校生活を過ごすことができるのは、地域・関係諸機関で地道な取り組みをしてくれている多くの

人たちに支えられていることを忘れないでほしいと思います。 

 さて、夏休みの様子について話している時に、この夏に行われた高

校野球のことが話題になりました。野球場に試合を見に行った時、す

ばらしいと思ったことは、チームを応援していたスタンドの人たちの

後片付けのマナーだったそうです。どのチームも試合が終わるごとに、

その応援席は常にきれいに片付けられ、とても気持ちがよかったそう

です。そして、さらに，次のような話をしてくれました。今から少し

前になりますが、埼玉県のある中学校が京都・奈良への修学旅行へ行った時の帰りの新幹線での出来

事です。新幹線車内清掃を担当した女性が、生徒があまりにもきれいに使ってくれたことに感激して

「感謝の手紙」を中学校へ送ったという内容でした。その手紙には「通路・座席の背網にゴミがひと

つもなく、大変驚きました」「行き届いた指導を生徒の皆様がよく理解され、大変きれいに御利用い

ただき感激しました・・・」と書かれていたそうです。私が素晴らしいと思ったことは、この生徒達

は特別なことをしようとしたのではなく、自分たちの行動についてよく考え、マナーを守り、人に迷

惑をかけない真に楽しめる修学旅行にしようと、生徒自らが行動できたことです。谷原中学校では、

これから多くの校外行事がひかえています。「よく考え正しく行動できる人」これは、谷原中学校の

教育目標のひとつです。谷原中生には、自分たちの行動をよく考え、正しく行動できる生徒になって

ほしいと思います。 

谷原中だより 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 臨海学校（１学年） ７月29日（火）から31日（木）までの３日間、

練馬区岩井少年自然の家で、臨海学校を実施しました。１学年103名の

生徒が参加し、岩井の海での水泳の実習を行いました。今年の岩井は天

候に恵まれ、海での泳ぎに苦戦する生徒も、練習が進むにつれて、どの

班も安定して泳げるようになりました。特に一人の見学者もなく、全員

が水泳実習を行うことができたことは、とても素晴らしかったです。集

団行動も、最初のうちはなかなかできませんでしたが、２日目、３日目となるにつれて考えて行動で

きる生徒が多くなり、谷原中学校の生徒として多くのことを学んだ宿泊行事でした。 

 

◇情報モラル講習会 ９月10日（水）午後、２学年生徒と保護者を対象

に情報モラル講習会を行いました。この講習会のねらいは、携帯電話、

インターネット等の通信により生徒が陥りやすい問題点を知り、よりよ

い意思疎通のしかたや情報伝達のしかたについて考え、日常生活に生か

していくことです。当日は、ロジカルキッドの下田太一さんを講師に迎

え、第１部では、２年生を対象に、携帯電話等情報機器の使い方やその

危険性について、映像やクイズを使ってわかりやすく説明してくれました。第２部では保護者を対象

に、携帯電話が子どもたちに与える影響や家庭で出来ること、注意しなければならないことについて

教えていただきました。ご参加いただきました保護者の皆様、ありがとうございました。 

 

□部活動の結果(8月～) 

・吹奏楽部東京都吹奏楽コンクール銅賞 

・バスケットボール部(男子)区民大会予選リーグ敗退 

・バスケットボール部(女子)区民大会予選リーグ１位ベスト16 

・野球部 練馬区秋季新人大会1回戦 対光が丘第二中(勝ち) 

     練馬区秋季新人大会2回戦 対八坂中(負け) 

 

◎ 各部への応援、ありがとうございます。今後ともよろしくお願いいたします。 

臨海学校を終えて                     第 1 学年主任 伊藤 静子 

 今年の臨海学校は例年と違い２泊３日、したがって大遠泳がないということで、大きな達成

感を味わわせることができるか、私たち教員の方に多少不安がありました。しかし、全て杞憂

に終わりました。 

事前のプール指導では泳ぎの不得意な子がみんなとは別メニューで黙々と練習する、得意な

子は周りを気遣いながら自信たっぷりに泳ぐ、自分が泳ぐことで精一杯だった子も練習を重ね

るうちに列を乱さずスピードを調整しながら泳げるようになる、など一人一人が自覚をもって

練習をしていくことができました。係活動も失敗をしながらも多くを学び、しっかりやりきる

ことができました。岩井での開校式ではみな引き締まった表情でした。 

夏休み明けの学年集会では、今までにない心地よい緊張感にあふれていました。臨海学校で

学んだことがきっと心にあるのでしょう。今後の成長が本当に楽しみです。 

         


